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あらまし：理工系大学の授業において，教師と学習者グループ間のコミュニケーションにより，課題解決

（レポート作成）を支援する協調学習支援システムについて検討を，我々は行ってきている．本稿におい

ては，システムにおける同期的協調作業場と個人作業場の機能を用いて行った試行的な実践と，試作状況

にある教材，および例題の知的検索機能について述べる． 
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1. はじめに 
本研究においては，工学系の専門科目の授業と連

携して実現可能な協調学習を目ざして，試行を行っ

てきた結果，1）学習者が個人で課題に取り組むなか
でぶつかった困難や見つけたアイデアを他の学習者

と共有して，課題解決をしてゆく場を設け，使える

知識の獲得を妨げる生半可な知識理解と試行錯誤に

よる課題解決に代わって，2）学習者達が，課題解決
の場において，教材やノートから，課題解決に使え

る適確な知識を，主体的に探し出し，3）そうした知
識の組み合わせによって計画を立てながら課題解決

を行わせることにより，知識の使い方や連関を学ば

せること，こうした活動のなかで，4）課題解決過程
のレポートを編集させ，5）授業において発表させて
検討することによって，教授者と学習者間で課題解

決方法や問題点の共有を図ることが必要であり，6）
学習者が上記のような活動においては，少なくとも，

初期の段階において，教師からの支援を欠かすこと

ができず，教師と学習者グループ間のコミュニケー

ションが重要となることを認識した． 
そのため，まず，学習者がリアルタイムで行う描

画を共有させることにより，全ての場面において協

調作業における対話を支援する協調作業場を提供す

る．各メンバには，個人作業場と参照場を提供して，

課題解決に使われる知識教材の検索，検索された教

材知識を利用した課題解決の計画（プランニング），

ならびにレポートの編集を支援し，それらの暫定的

な結果は，協調場に上げられて検討され，その結果

は当該メンバが自分の参照場に表示し，個人場で再

試行ないし改訂される．レポートについては，教師

と学習者グループ間，およびグループメンバ間にお

いて協調場を利用して，授業における発表とそれに

対する議論を支援する(1)(2)(3)． 

2. 支援システムを用いた学習活動 
システムは，作業場（個人，協調），教材参照場，

プラン編集場を提供する（図 1）．個人作業場におい
ては，教材検索の支援，課題解決プランニングの支

援，レポート作成の支援の 3つの支援がおこなわれ，
検索された教材や作成されたプランやレポート（以

下，オブジェクト）は，要請により，協調作業場に

取り上げられ，それを，いわば下敷きにして，その

上で，グループが，手描きや文字入力によりプラン

編集やレポートドラフト作成を行いながら，課題解

決に向けた議論をおこない，それらを共有している

教師は介入を，およびグループメンバはアドバイス，

追加，および修正の提案を行うことができる．この

際，全メンバの教材参照場に協調作業場で選ばれた

任意のオブジェクトを配信して参照情報を共有する

ことができる． 
教材参照場においては，サーバに登録・蓄積され

た教材を検索すべく，検索要求を作成し，その結果

としての関連教材を閲覧できる．検索については，

教師により編集された教材の意味表現（概念（キー），

および知識（フレーム）の組み合わせと，フレーム

のスロットとキーの単一化による）を検索対象とし，

学習者により編集された検索要求（ある教材の意味

表現の部分）とのマッチングがサーバにおいて行わ

れ，学習者に対し，マッチングのスコアでソートさ

れた関連教材の一覧を提示する 
 

3. 試作システムと試行的実践 
システムはサーバ・クライアント型のWebベース

システムであり，サーバとクライアント間のメッセ

ージングや教材，プランの意味表現には XML 形式
を採用している．試作システムについては，サーバ

部は Java Servlet，JSP等による実装であり，教材検 
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図 1 支援システムの構成要素とそれらの間の関係 

 

 
図 2 教材とその意味表現（手がかり表現） 

 

 
図 3教材検索要求の編集と教材検索 

 
索部については Prologで実装した．試作システムの
クライアント部（各場）は Javaアプリケーションに
よる実装とした． 
試行的実践として，プランニングに基づいた課題

解決を協調で行わせてレポートを作成させて発表さ

せる活動を，その時点で完成していた作業場の機能

を用い，電磁気学の授業において行った．まずは発

言しやすい環境を作るために，電磁気学の授業の履

修をしている学習者を，彼（女）らの希望に基づき，

6 名ずつ 9 つのグループに分けた．そのグループそ
れぞれに，プランニングを行わせるために，1 台の
タブレット PC を配布した．学習テーマの区切りに
課題を出し，教員が講義をしながらテーマに使用す

る知識の候補を与え，その中から学習者グループに

課題解決に必要な知識を選ばせた．学習者は，その

選んだ知識を箱として作業場に作図して線でつなぎ，

知識同士を連関させながらプランマップを作る方法

でプランニングを行った．その後協調作業場にプラ

ンニング結果をあげて公表し，教員がガイドして比

較・検討をさせた．これらのプランマップに基づい

た協調問題解決を，課外において，指名したグルー

プに行わせた．指名したグループには，各学習者に

個人作業場と協調作業場を持たせた協調環境をあた

え，レポートの編集を協調で行わせた．次の授業で

作成したレポートの発表を行わせて，他のグループ

に問題点や優れた点を発見させた．プランマップに

よるプランニングは，抽象された知識を課題解決手

順に具体化する手段として認識され，手書きに基づ

いた協調作業場は，紙の利用に比べて円滑に他の学

習者とアイデアを共有することができ，協調作業を

確実かつ容易にした． 
また，参照場については，電磁気学のほぼ全分野

をカバーする教材を 55ほど用意し，それぞれに対応
した意味表現を編集した（使用したキーの個数は約

100，フレームの個数は 60）．被験者（上記電磁気学
を受講した学生）10名による実験を行った結果，学
習内容に対する理解が十分でない学習者にとって，

検索要求作成支援が必要となることが明らかとなっ

た．このことから，学習者が設置したノード（キー，

もしくはフレーム）に対して，教材中で共起するノ

ードをメニュー提示するという機能を実装した(3)．  
教材参照場，プラン編集場の試作ができつつある

現在においては，それらを学習者グループの予習に

おいて使用させるべく，予習の活動について事前の

検討と予備的な実践を行っているところである． 
 

4. まとめと今後の課題 
教師と学習者グループ間のコミュニケーションと

教材・例題検索を支援する学習支援システムと，そ

れを用いた試行的実践について述べた．プラン編集

場についても試作を進めており，プラン編集場を使

用した授業，およびグループ作業（例題検索による

プランの参照と共有，それらに基づく議論）の試行

を予定している． 
 
本研究は JSPS科研費 24501164の助成を受けたもの
です． 
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